













































































































































atice zábavy a vědění, 1883 ）として
翻訳刊行している。海外旅行を夢見るエリアーショヴァーとモウレックとの会話にブラッシーの旅行記の名が挙がっただろうことは容易に想像できる。エリアーショヴァーが初めて日本に関心を持ったのは、この本の刺激があってのことだったかもしれない。あるいは彼女はブラッシーの旅行記に勇気づけられ、日本旅行を思い立ったのではないだろうか。筆者の憶測にすぎ が、そう考えても無理はないだろう。
一九一二年、エリアーショヴァーは最大の不幸に見舞わ
























































在日朝鮮人の虐殺を含めて関東大震災後の混乱を外国人の観点から捉えた点で貴重な資料となる。後者 評論集は、芸者の世界に強く惹かれた男性作家によるジャポニズム文学とは異なり、近代の日本女性 生活、教養、社会進出などに着目した で注目に値する珍しいものであ 。
エリアーショヴァーが最後に日本を訪れたのは一九二九
年のことである。この際 チェコスロヴァキア外務省より補助金を得て日本に渡ったエリアーショヴァーは、日本だけではなく、朝鮮半島と満州を漫遊し、帰りはソ連を見学して帰国した。 （帰国後は旅行記 出版 ていない め、この最後の日本滞在について ナープルステック博物館に所蔵され いる未発表の日記と書簡の他に資料はな 。 ）
その後のエリアーショヴァーの活躍、ことに戦時中およ
























































































oderní japonské dívky （
P
raha: R
ebcovo nakladatelství, 
1944 ）を刊行している。
（ブルナ
　
ルカーシュ・実践女子大学助教）
